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本校は「考えるを、学ぶ。」をスローガンに、学⼒と⼈間⼒を⾼め、社会に貢献する⼈財を育成する学校をめざし
ています。中学校にコース制（一貫SPコース／一貫SAコース）を導入して2年目となる本年度は、⾼等学校創⽴60
周年の記念の年でもあります。⽣徒と教職員が共に成⻑し続け、常に進化し続ける東洋⼤学附属姫路中学校のさまざ
まな取り組みや最新情報を「TOYO NEWS」としてお届けします。
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“考える”を学ぶ「キャリア・フロンティア」

中1「姫路研究」

中２「バイオテクノロジー入門」

▲神⼾市⻑⽥区の⼆葉⼩学校講堂にて、震災当時の記録
を目の当たりにし、真剣に耳を傾ける生徒たち。

中学1年生は、キャリア・フロンティアの
探究活動として最初に行う地域研究「姫路研
究」に5月から取り組みました。グループに
分かれ、姫路の文化・歴史・企業など、自分
たちで選んだテーマについて協力して調査、
実地インタビューなどを行い、その集大成を
10月の学年発表の場で披露することをめざし、
計画的に研究を進めてきました。

10月2日（月）の学年発表では、事前のク
ラス発表で代表に選ばれたグループが、さら
に発表の技術を高めた堂々としたプレゼンで

理系研究を基礎から学び、理系分野への興味関心を高めるため、
中学2年生は、大学の教授と連携したプログラムで、バイオテクノ
ロジー入門とバイオ・ナノ課題研究発表に挑みました。

東洋大姫路の特徴的な教育プログラム「キャリア・フロンティア」で
は、ものごとの表面のみにとらわれることなく本質を探り、本物にふれ
る多数の機会を生かし、確かな探究力と豊かな人間力を身につけます。
中学1年から高校2年まで5年間をかけて行う研究発表や国際交流プロ

グラム・平和学習などの豊富な体験型探究活動を通して、一人ひとりの
興味関心を発見し、伸ばし、考えを深め、発信する学びのサイクルを継
続していくことで、これからの社会に主体的に貢献できる力とスキルを
自分のものにしていきます。
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観衆の大きな拍手を受けました。質疑応答で
は、想定していた問答以外にも、最終プレゼ
ンならではの深い質問も飛び出しましたが、
しっかりと自分たちの言葉で的確に回答し、
主体的に取り組んできた学びの成果が表れた
一幕もありました。

＜最優秀班＞ 1組3班
「天台座主 大樹孝啓さん」

＜優秀班＞
2組4班「姫路城の石垣」
3組5班「灘のけんか祭り」

中1「震災防災学習」
10月20日(金)、中学1年生は神⼾市⻑

⽥区を訪れ、阪神淡路大震災から学ぶ
震災防災学習を行いました。
震災発生後、避難所として多くの被

災者を受け入れた⼆葉⼩学校の講堂で
は、当時の様子について、写真を交え
た講話を通して学びました。また、実
際に段ボールを使って避難ブースを設
営したり、手に入る道具を工夫して負
傷者を運ぶ担架をつくったり、応急手
当の方法など被災現場の知恵を教わり
ました。避難所生活の模擬体験を行っ
たことで、聞くだけや見るだけではわ
からなかった苦労や必要な考え方を知
り、実際に災害が起きたときに同じよ
うにできるのか、「自分事」として震

災と向き合い、未来の震災に備える心を学びました。
また、⻑⽥商店街では、被災から復興までを実際

に体験した商店街の方たちと直接話しながら見学し、
復興までの道のりの大変さ、協力する力が生きる力
になることなど、心に響く内容をたくさん教わりま
した。

▲東洋大学バイオナノエレクトロニクスセ
ンター⻑の前川透教授に、研究内容へのア
ドバイス、総評をしていただきました。

＜研究テーマの一例＞
◆「ジュースからDNAは
取り出せるのか」

◆「土の中のバクテリア
のはたらき」

◆「ネバネバの正体と効果」

⼩さな世界の存在が、私たちの暮らし
にどのように関わっているのか、性質
や効果を活かして暮らしを豊かにでき
ないか、生徒たちのユニークな発表に
大学教授も感心し、さらに研究を深め
るヒントを提示してくださいました。
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入試関連イベントのご案内

◆姫路駅前入試個別相談会（じばさんびる5Fにて）

◆入試直前授業見学会・個別相談会

◆入試結果報告会・校舎見学会

イベントの申込は
専用Webサイトから
受付中です︕

中２「広島校外学習（平和学習）」

10月20日(金)中学2年生は、平和の尊
さを学び、核廃絶に向けた取組みや現
状を考察するため広島を訪れました。
原爆ドームや平和記念資料館では、原
爆投下による傷あとを目の当たりにし、
戦争の悲惨さと失われた命の尊さに胸
を痛めました。また被爆体験の朗読会、
ピースボランティアの方との戦争史跡
巡り、被爆電車への乗車などを通し、
平和を強く祈る人々の気持ちに直面し
たことで、自身の平和についての考え
を深める機会となりました。

▲ピースボランティアの方から被爆当時の様子
を聞き、広島の人々の「今」の思いに触れました。

中３「京都文化研修（地域研究）」

中３「修学旅⾏（沖縄平和学習）」

7月6日(木)、地域研究として「京都
の伝統」をテーマに調査している中学
3年生は、京都御所・有斐斎弘道館・
河村能楽堂にて研修を行いました。
有斐斎弘道館は江⼾時代の京都を代

表する学問所です。歴史的な建築物の
中で茶席を体験し、伝統文化を守り受
け継ぐ人たちの使命感に心を動かされ
ました。工学博士にして茶人でもある
理事の太⽥達さんの話も大変ユニーク
で興味深く、真剣に聞き入りました。

河村能楽堂では能の鑑賞と体験
をし、物語の情景を想像しながら
自分の解釈で演目を楽しむ面白さ
を教わりました。ポスターセッシ
ョンでの研究発表に向けてさらに
理解が深まる1日となりました。
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10月17日(火)〜20(金)、中学3年生は3泊4日の沖縄修
学旅行を実施しました。中学キャリア・フロンティア
の総まとめとして、沖縄の文化・自然・国際平和への
理解を深める旅です。
平和祈念資料館や糸数壕を見学した初日の夜には、

平和学習「おきなわ世界塾」を開催しました。沖縄の
学生や留学生たちと平和について意見交換をし、お互
いの価値観の違いや共通点を知ることで、各国・各地
域の歴史や文化を敬い多文化共生をめざすことが平和
につながるのではないかと熱いディスカッションを繰
り広げました。
豊かな自然に触れる時間も豊富で、石垣島マリン体

験、仲間川でのカヌー、マヤロックやクーラの滝への
トレッキングなど、自ら選択したアクティビティも満
喫しました。
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